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令和4年度 学校推薦型選抜璽公募制問題用紙（小論文）

人間関係学部 人間福祉学科

2021年4月、厚生労働省は、ヤングケアラ ーに開する初の全国内な実應詞査の結果を発表した。次の

新聞記事を読んで、ヤングケアラーの抱える課題について1つ欺り上げ、その理由を述べだうえで、そ

の課題解決のためには何をするべきだと思うか。あなだの者えを具体的に述べなさい。(800字以内）
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入
れ
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者
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を
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し 、
社
会
全

体で
子
供
た
ち
を
支
え
た
い 。

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができませ
ん。


